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ンプルであればシンプルであるほど良い．

　ソリッドレイ研究所の VR は，あるひとつのシンプル
な哲学に基づいて作られている．それはコンピューター
の中に現実世界と同じ空間を制作し，プロジェクタや
HMD を使用してそれを実寸大で再現すること．

　時代とともに，表面的なテクノロジーが変わることは
あれど，その根幹は変わらない．

　僕らはこの哲学に基づいた VR を武器に，世の中の色
んなところへ突き進む．奇妙でいびつな現実世界を，僕
たちなりの VR で切り開いていく．でもいまはまだその
旅の途中だから，一緒に戦ってくれる仲間を探している．

　こんな世界で仕事していて面白いの？って思う人もい
るかもしれない．いびつで不条理な世界だけど，だから
こそ心にグッとくることもある．

　数年前に会社で脳波が取れるデバイスを開発した．人
の感情が動いたときに，ピコピコと光る変な形のデバイ
スだ．正直全然売れなかったが，一個だけとある大学の
医学部が面白そうと言って興味本位で買ってくれた．

　すると後日，購入した先生からいきなり電話が掛かっ
てきた．話を聞くと，先生が診ていた患者さんに筋弛緩
症の男性がいて，筋弛緩症とは簡単にいうと，脳から手
足を動かせという命令がうまく伝わらず，力が弱くなり，

人間にはどうしても抑えきれない衝動がある．
ボタンがあったら，押してみたい．
のれんがあったら，チラッとくぐってのぞいてみたい．
穴があったら，そっと指を入れてみたい…．

　誰でも一度は経験したことがあると思う．なぜだか理
由は分からない．でもそういう感情が湧いてしまう不思
議な生き物だ．普段は理性で蓋をしていても，心の奥底
からふと溢れ出てしまう．

　感情や衝動は目には見えない，知覚できないものだ．
でもそんな不確かなものを抱えた人間が世の中に沢山い
て，学校や会社に集まり，コミュニティを作り，経済活
動しているわけだから，この現実世界は一見正しいよう
で，実はすごく奇妙でいびつな形をしていると思う．
時々，ニュースでびっくりするような変な事件が起きる
のは，そんないびつな現実世界のほころびなのかもしれ
ない．

　よく VR は現実世界と対比して仮想現実と訳されるが，
現実世界のほうがよっぽど胡散臭くて，不条理だ．むし
ろ VR はそんな現実世界を疑ったり，紐解くための武器
の一つだと僕は思う．

　世の中に様々な VR があるけれど，中身がないとすぐ
に崩れて，埋もれてしまう．中身というのは，表面的な
技術のことではなく，もっと奥底にある哲学のことだ．
余計なものをそぎ落として残った芯の部分で，それはシ
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やがて筋肉が衰えて動かせなくなっていく病気だ．

　先生の患者さんは顔の表情すらも動かせない状況で，
ずっと入院生活をしており，その奥さんは話し掛けても
何の反応もない旦那さんを，何年間も献身的に世話して
いた．

　先生が奥さんの気分を晴れやかにしようとちょっとし
た遊び心で，患者にそのピコピコする変なデバイスを着
けてみた．最初は何の反応もしていなかったが，ふと奥
さんが旦那さんの名前を呼んでみたら，なんとそのデバ
イスがピコピコと光ったのだ．その瞬間，奥さんは涙が
溢れて，その場に泣き崩れてしまった．

　いくら話し掛けても反応しなかった旦那さんが，か弱
い光だけど反応したことが嬉しかったのだ．何の見返り
もなく，ただひたすらに旦那さんの傍に寄り添っていた
けれど，そのことに気づいていたんだと分かって，もう
たまらなくなってしまったのだ．

　もはやそこには言葉すらなく，ただ光がピコピコと点
滅するだけで，お互いのお互いを思いやる気持ちが分か
りあえていたのだ．

　その話を聞いて気付いたら，僕は電話越しに受話器を
握りしめながらボロボロと泣いていた．感情がひどく揺

さぶられて，そのあとの仕事や出来事はまったく覚えて
いない．

　時にはそんなことにも巡り合うこのいびつで不条理な
世界が，僕は結構好きなのである．
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